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告 示

北海道告示第 号

北海道プレジャーボート等の事故防止等に関する条例（平成 年北海道条例第 号）第
条の規定により、次の水域を水域利用調整区域に指定した。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ サンセットビーチ銭函海水浴場水域

区域
おおむね次の 、 、 及び 点を結んだ線内であって、北海道プレジャーボート等

の事故防止等に関する条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）第 条第４項に規定
される浮標及び立標に囲まれた区域
（ 点）

小 市銭函３丁目 番地東端境界線の北西方向延長線（以下「基線１」という。）
と海岸線が交差する地点から星置川河口方向へ海岸線に沿い の地点

（ 点）
点から基線に平行する直線上の沖合方向 の地点

（ 点）
小 市銭函３丁目 番地８西端境界線の北西方向延長線（以下「基線２」とい

う。）と海岸線が交差する地点
（ 点）
基線２上で、 点から沖合方向 の地点
制限又は禁止される行為
水域利用調整区域内におけるプレジャーボート等の航行又はプレジャーボート等を使
用して行われるレクリエーション活動の禁止
期間
平成 年７月１日から８月 日まで

２ 銭函海水浴場水域
区域
おおむね次の 、 、 及び 点を結んだ線内であって、北海道プレジャーボート等

の事故防止等に関する条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）第 条第４項に規定
される浮標及び立標に囲まれた区域
（ 点）

小 市銭函３丁目 番地北東端境界線の北北西方向延長線（以下「基線」とい
う。）と海岸線が交差する地点
（ 点）

基線上で、 点から沖合方向 の地点
（ 点）

基線と海岸線が交差する地点から小 市街地方向へ海岸線に沿い の地点
（ 点）

点から基線に平行する直線上の沖合い の地点
制限又は禁止される行為
水域利用調整区域内におけるプレジャーボート等の航行又はプレジャーボート等を使
用して行われるレクリエーション活動の禁止
期間
平成 年７月７日から８月 日まで

３ 蘭島海水浴場水域
区域
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おおむね次の 、 、 、 、 及び 点を結んだ線内であって、北海道プレジャー
ボート等の事故防止等に関する条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）第 条第４
項に規定される浮標及び立標に囲まれた区域
（ 点）

小 市蘭島１丁目 番地４と小 市蘭島１丁目 番地１の境界線（以下「基線」
という。）と海岸線が交差する地点から余市方向へ海岸線に沿い の地点

（ 点）
点から基線に平行する直線上の沖合い の地点

（ 点）
基線と海岸線が交差する地点から小 市街方向へ海岸線に沿い の地点

（ 点）
点から基線に平行する直線上の沖合い の地点

（ 点）
点から小 市街方向へ海岸線に沿い の地点

（ 点）
点から基線に平行する直線上の沖合い の地点

制限又は禁止される行為
水域利用調整区域内におけるプレジャーボート等の航行又はプレジャーボート等を使
用して行われるレクリエーション活動の禁止
期間
平成 年７月 日から８月 日まで

４ 浜中・モイレ海水浴場水域
区域
おおむね次の 、 、 、 、 及び 点を結んだ線内であって、北海道プレジャー

ボート等の事故防止等に関する条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）第 条第４
項に規定される浮標及び立標に囲まれた区域
（ 点）

余市町道旧役場線東方向延長線（以下「基線」という。）と海岸線が交差する地点
から余市川河口方向へ海岸線に沿い の地点

（ 点）
点から、基線に平行する直線上の沖合い の地点

（ 点）
基線と海岸線が交差する地点からヌッチ川河口方向へ海岸線に沿い の地点

（ 点）
点から基線に平行する直線上の沖合い の地点

（ 点）
点からヌッチ川河口へ海岸線沿いに の地点

（ 点）
点から基線に平行する直線上の沖合い の地点

制限又は禁止される行為
水域利用調整区域内におけるプレジャーボート等の航行又はプレジャーボート等を使
用して行われるレクリエーション活動の禁止
期間
平成 年７月 日から８月 日まで

５ 銭函マリンスポーツ水域
区域
おおむね次の 、 、 及び 点を結んだ線内であって、北海道プレジャーボート等

の事故防止等に関する条例施行規則（平成 年北海道規則第 号）第 条第４項に規定
される浮標及び立標に囲まれた区域
（ 点）

小 市銭函３丁目 番地８西端境界線の北西方向延長線（以下「基線１」とい
う。）と海岸線が交差する地点
（ 点）

基線１上で、 点から沖合方向 の地点
（ 点）

小 市銭函３丁目 番地北東端境界線の北北西方向延長線（以下「基線２」とい
う。）と海岸線が交差する地点
（ 点）

基線２上で、 点から沖合方向 の地点
制限又は禁止される行為
水域利用調整区域内におけるプレジャーボート等の航行又はプレジャーボート等を使
用して行われるレクリエーション活動の禁止
期間
平成 年７月 日から８月 日まで

北海道告示第 号

北海道青少年保護育成条例（昭和 年北海道条例第 号）第４条第１項の規定により、次
の興行を有害興行として指定する。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
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北海道告示第 号

畜伝染病予防法（昭和 年法律第 号）第５条第１項の規定により、次のとおり当該
みつばちの所有者に対し、当該みつばちについて、腐蛆

そ

病の予防のための検査を受けること
を命ずる。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 実 施 の 目 的

腐蛆
そ

病の発生予防のため
２ 実施する区域の市町村名及び実施の期日
実施する区域の 実 施 の 期 日
市 町 村 名 （当該期間において所轄 畜保健衛生所長の定める日）
札 幌 市 平成 年８月 日から９月 日まで
江 別 市 同
千 歳 市 同
恵 庭 市 同
北 広 島 市 同
石 狩 市 同
当 別 町 同
新 篠 津 村 同
松 前 町 平成 年７月 日から９月８日まで
福 島 町 同
知 内 町 同
木 古 内 町 同

北 斗 市 同
七 飯 町 同
鹿 部 町 同
森 町 同
八 雲 町 同
長 万 部 町 同
函 館 市 同
せ た な 町 平成 年８月７日から９月 日まで
今 金 町 同
島 牧 村 平成 年８月 日から９月 日まで
寿 都 町 同
蘭 越 町 同
ニ セ コ 町 同
留 寿 都 村 同
喜 茂 別 町 同

知 安 町 同
余 市 町 同
赤 井 川 村 同
小 市 同
岩 見 沢 市 同
南 幌 町 同
長 沼 町 同
夕 張 市 同
美 唄 市 同
新 十 津 川 町 同
滝 川 市 同

別 市 同
歌 志 内 市 同
幌 加 内 町 同
深 川 市 同
旭 川 市 平成 年８月７日から９月 日まで
鷹 栖 町 同
東 神 楽 町 同
当 麻 町 同
比 布 町 同

興行の
種 別

興 行 の 題 名 制 作 会 社 又 は
配 給 会 社

指定の
範 囲

指 定 の 理 由

映 画 宴 アルチンボルド

全部

著しく粗 性を
助長し、性的感
情を刺激し、又
は道義心を傷つ
けるもの等であ
って、青少年の
健全な育成を害
するおそれがあ
ると認められる
ため

同 煙が目にしみる 同
同 西瓜 プレノンアッシュ
同 四十路寮母 男の夜 い床 新 日 本 映
同 妻失格 濡れた 不倫 オ ー ピ ー 映 画
同 親友の母 生肌の色香 同
同 美姉妹レズ 忌中の日に 新 日 本 映
同 新日本映 ニュース（四十路寮母 男の夜 い床） 同
同 新日本映 ニュース（美姉妹レズ 忌中の日に ） 同
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愛 別 町 平成 年８月７日から９月 日まで
上 川 町 同
東 川 町 同
美 瑛 町 同
士 別 市 同
名 寄 市 同
和 寒 町 同
剣 淵 町 同
下 川 町 同
美 深 町 同
音 威 子 府 村 同
中 川 町 同
富 良 野 市 同
上 富 良 野 町 同
中 富 良 野 町 同
南 富 良 野 町 同
占 冠 村 同
留 萌 市 平成 年８月 日から９月 日まで
増 毛 町 同
小 平 町 同
苫 前 町 同
羽 幌 町 同
遠 別 町 同
幌 延 町 同
稚 内 市 平成 年８月７日から９月 日まで
猿 払 村 同
浜 頓 別 町 同
中 頓 別 町 同
枝 幸 町 同
豊 富 町 同
美 幌 町 平成 年８月７日から９月 日まで
津 別 町 同
斜 里 町 同
清 里 町 同
小 清 水 町 同

訓 子 府 町 同
置 戸 町 同
佐 呂 間 町 同
遠 軽 町 同
上 湧 別 町 同
湧 別 町 同
滝 上 町 同
興 部 町 同
西 興 部 村 同
雄 武 町 同
北 見 市 同
網 走 市 同
紋 別 市 同
大 空 町 同
豊 浦 町 平成 年７月 日から９月 日まで
洞 爺 湖 町 同
壮 町 同
安 平 町 同
厚 真 町 同
む か わ 町 同
伊 達 市 同
登 別 市 同
苫 小 牧 市 同
日 高 町 平成 年８月７日から９月７日まで
平 取 町 同
新 冠 町 同
浦 河 町 同
新 ひ だ か 町 同
音 更 町 平成 年８月７日から９月 日まで
士 幌 町 同
上 士 幌 町 同
鹿 追 町 同
新 得 町 同
清 水 町 同
中 札 内 村 同
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芽 室 町 平成 年８月７日から９月 日まで
更 別 村 同
大 樹 町 同
広 尾 町 同
幕 別 町 同
池 田 町 同
豊 頃 町 同
本 別 町 同
足 寄 町 同
陸 別 町 同
浦 幌 町 同
帯 広 市 同
釧 路 町 平成 年８月７日から９月 日まで
厚 岸 町 同
浜 中 町 同
標 茶 町 同
弟 子 屈 町 同
鶴 居 村 同
白 糠 町 同
釧 路 市 同
根 室 市 平成 年７月 日から９月 日まで
別 海 町 同
中 標 津 町 同
標 津 町 同
羅 臼 町 同

３ 実施の対 となる 畜の種類及び範囲
実施する区域内で定飼及び転飼されている全蜂群

４ 実 施 の 方 法
検査は、所轄 畜保健衛生所長が指定する日時及び場所で 畜防疫員が行う。
検査は、「病性鑑定指針」の制定について（平成 年 月 日 畜 第 号農林水

産省畜産局長通知）の方法による。

北海道告示第 号

農業経営基盤強化促進法（昭和 年法律第 号）第８条第１項の規定により、ながぬま農
業協同組合から申請のあった農地保有合理化事業の実施に関する規程の変更を次のとおり承

認した。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 農地保有合理化法人の名称 ながぬま農業協同組合
２ 変 更 の 内 容 貸付けの相手方の要件における年齢の引き上げ及び相手

方に土地改良区の追加等
３ 承 認 年 月 日 平成 年６月 日

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第 項の規定により、三石土地改良区から、
次のとおり役員の住所変更の届出があった。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条第２項の規定により、次のとおり土地改良区
の定款の変更を認可した。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
認可年月日 土 地 改 良 区 名
平成 三 石 土 地 改 良 区
同 空知川上流土地改良区

理 事 ・
監事の別

氏 名 住 所
変 更 前 変 更 後

理 事 川 端 義 幸 三石郡三石町富沢 番地の２ 日高郡新ひだか町三石富澤 番地の２
同 酒 井 薫 同 字稲見 番地 同 三石稲見 番地
同 仲 野 秋 男 同 字本桐 番地の 同 三石本桐 番の
同 筒 井 征 文 同 字稲見 番地 同 三石稲見 番地
同 沖 田 哲 夫 同 字福畑 番地 同 三石福畑 番地の
同 大 下 正 博 同 字西端 番地 同 三石西端 番地
同 山 口 芳 広 同 字歌笛 番地 同 三石歌笛 番地
同 林 祐 二 同 字歌笛 番地の１ 同 三石歌笛 番地の１
監 事 佐 藤 利 雄 同 字本桐 番地 同 三石本桐 番地
同 河 合 博 文 同 字歌笛 番地の２ 同 三石歌笛 番地の７
同 前 川 忠 昭 同 字豊岡 番地の３ 同 三石豊岡 番地の３
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平成 当 別 土 地 改 良 区

北海道告示第 号

次のとおり道営土地改良事業の工事を完了したので、土地改良法（昭和 年法律第
号）第 条の２第３項の規定により公告する。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
地 区 名 事 業 の 種 類 完了年月日
中 音 更 畑地帯総合整備［担い手育成型］（農道） 平成
同 同 （暗きょ） 同
平 和 同 （農業用用排水、農道） 同
同 同 （暗きょ） 同
更 別 西 南 同 （農業用用排水、暗きょ） 同
同 同 （区画整理） 同
同 同 （土層改良） 同
更 別 東 雄 同 （農業用用排水） 同
同 同 （暗きょ、土層改良） 同
同 同 （区画整理） 同
昭 美 同 （暗きょ） 同
同 同 （土層改良、区画整理） 同
同 同 （農業用用排水） 同
佐呂間西部 同 （暗きょ、土層改良） 同
同 同 （区画整理） 同
同 同 （農業用用排水） 同
同 同 （農道） 同
第 ２ 美 咲 同 （暗きょ） 同
同 同 （土層改良） 同
同 同 （農道） 同
藻 琴 同 （暗きょ、区画整理） 同
同 同 （土層改良） 同
同 同 （農業用用排水、農道） 同
豊 栄 同 （暗きょ、区画整理） 同
同 同 （土層改良） 同
同 同 （農道） 同
池田北西部 同 ［担い手支援型］（農道、区画整理） 同

同 同 （農業用用排水） 同
同 同 （土層改良） 同
同 同 （暗きょ） 同
卯 原 内 同 （暗きょ） 同
同 同 （土層改良、区画整理） 同
第２温根湯 同 （暗きょ、土層改良、区画整理） 同
同 同 （農道） 同
津 別 南 部 同 （暗きょ、区画整理） 同
同 同 （土層改良） 同
同 同 （農道） 同
三 区 同 （暗きょ） 同
同 同 （土層改良、農用地造成） 同
同 同 （区画整理） 同
同 同 （農業用用排水、農道） 同
中 鹿 追 東 同 ［担い手支援型（単独土層改良）］（暗きょ、土層改良） 同
土 佐 第 ２ 同 （暗きょ） 同
同 同 （土層改良） 同
第２小清水 同 （暗きょ、土層改良） 同
相 川 同 （農業用用排水） 同
同 同 （農道） 同
同 同 （暗きょ） 同
本 郷 土地改良総合整備［担い手支援型］（暗きょ） 同
同 同 （土壌改良、客土） 同
相 生 かんがい排水［明きょ排水］ 同
香 福 同 同
美 里 別 東 農免農道整備 同
朝 日 同 同
東 岡 同 同
美 里 同 同
更 別 北 一般農道整備（畑地帯農道網） 同
ト ー フ ツ 同 （広域関連） 同
住 吉 基幹水利施設補修 同
常呂第一幹線 ため池等整備［用排水施設整備］ 同
東オホーツク 農村自然環境整備［総合型］（農道） 同
共 立 川 東 湛水防除（小規模） 同
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上湧別第２ 担い手育成草地整備改良（農道） 平成
小 向 草地整備改良（農道） 同

北海道告示第 号

漁業法（昭和 年法律第 号）第 条第３項の規定により、次のとおり遊漁規則の変更
を認可した。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 漁業者の名称及び住所 阿寒湖漁業協同組合

釧路市阿寒町阿寒湖温泉２丁目７番２号
漁業権の免許番号 釧内共第 号
変 更 の 内 容
ア 漁 具 の 制 限
変 更 前 ざりがに たも網（口径 以内、袋の長さ 以内、１

人につき１本以内、５月１日から 月 日まで）
変 更 後 （削除）

イ 遊 漁 期 間
変 更 前 いとう・こい・ふな・ざりがに

５月１日から 月 日まで（日の出１時間前から日の入り
後１時間まで）

変 更 後 いとう・こい・ふな
５月１日から 月 日まで（日の出１時間前から日の入り

後１時間まで）
ウ 遊 漁 料 の 額

変 更 前 ざりがに・えび たも網
船舶持込無 １日 円 回数券（ 回分） 円
船舶持込有 １日 円 回数券（ 回分） 円

変 更 後 えび たも網
船舶持込無 １日 円 回数券（ 回分） 円
船舶持込有 １日 円 回数券（ 回分） 円

エ 遊漁料の納付場所の住所表示のうち、「阿寒郡阿寒町」を「釧路市阿寒町」に改め
る。
オ 遊漁に関し守るべき事項のうち、魚種ごとの採捕の量及び大きさ
変 更 前

魚 種 １日１人当たり重量 大 き さ

わかさぎ ２ なし

はぜ １ 同

ひめます・にじます・やまべ・あめます ３尾 全長 未満

いとう １尾 全長 未満

ふな
３尾

全長 未満

こい 全長 未満

ざりがに
１

全長 未満

えび なし

変更した遊漁規則の施行の日 平成 年６月 日
２ 漁業者の名称及び住所 阿寒湖漁業協同組合

釧路市阿寒町阿寒湖温泉２丁目７番２号
漁業権の免許番号 釧内共第 号
変 更 の 内 容
遊漁料の納付場所の住所表示のうち、「阿寒郡阿寒町」を「釧路市阿寒町」に改める。
変更した遊漁規則の施行の日 平成 年６月 日

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第１項の規定により、次のように保安林を指
定する予定である。
平成 年６月 日

変 更 後

魚 種 １日１人当たり重量 大 き さ

わかさぎ ２ なし

はぜ １ 同

ひめます・にじます・やまべ・あめます ３尾 全長 未満

いとう １尾 全長 未満

ふな
３尾

全長 未満

こい 全長 未満

えび １ なし
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北海道知事 高 橋 はるみ
１ 保安林予定森林の所在場所 函館市木直町 の１・ の２（以上２筆について次

の図に示す部分に限る。）
指 定 の 目 的 土砂の流出の防備
指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
２ 保安林予定森林の所在場所 田郡洞爺湖町月浦 の ・ の ・ の （以上

３筆について次の図に示す部分に限る。）
指 定 の 目 的 土砂の流出の防備
指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。
（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を関係支庁産業振興

部林務課並びに函館市役所及び洞爺湖町役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第１項の規定により、次のように保安林を指
定する。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 保安林の所在場所 利尻郡利尻町仙法志字元村 の４から の８まで・ の６

から の８まで（以上８筆について次の図に示す部分に限
る。）

指 定 の 目 的 土砂の崩壊の防備
指 定 施 業 要 件
ア 立木の伐採の方法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度 次のとおりとする。
２ 保安林の所在場所 様似郡様似町西町 の２・ の１・ の２（以上３筆につい

て次の図に示す部分に限る。）
指 定 の 目 的 土砂の崩壊の防備
指 定 施 業 要 件
ア 立木の伐採の方法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度 次のとおりとする。
３ 保安林の所在場所 様似郡様似町潮見台１の１（次の図に示す部分に限る。）

指 定 の 目 的 土砂の崩壊の防備
指 定 施 業 要 件
ア 立木の伐採の方法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度 次のとおりとする。
（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を関係支庁産業振興
部林務課及び関係町役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する予定である。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除予定保安林の所在場所 天塩郡豊富町字上サロベツ ・ （以上２筆につ

いて次の図に示す部分に限る。）
２ 保安林として指定された目的 風害の防備
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３ 解 除 の 理 由 農道用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を北海道宗谷支庁産業振興部林務課及び豊富町役場に

備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除に係る保安林の所在場所 勇払郡厚真町字幌内 の７、 の８、 の
２ 保安林として指定された目的 水源のかん養
３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため

北海道告示第 号

建設業法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、次のとおり廃業等の届出
のあった建設業の許可を取り消した。
「次のとおり」は、省略し、その住所等は北海道建設部建設管理局建設情報課に備え置い

て縦覧に供する。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 許可の全部廃業
商 号 又 は 名 称 建設業の許可の番号 処分年月日
有限会社 光 電 社 般 石第 号 平成
株式会社 ワ ー ク リ ー 般 石第 号 同
ユニ・エンヂニアリング株式会社 般 石第 号 同
株式会社 創 北 建 設 特 石第 号 同
株式会社 左 京 興 業 般 石第 号 同
有限会社 北 孔 技 研 般 石第 号 同
有限会社 双 輪 建 設 工 業 般 石第 号 同
株式会社 パ ル ホ ー ム 般 石第 号 同
株式会社 金 井 組 般 石第 号 同
有限会社 タ ケ ダ 塗 装 般 石第 号 同
株式会社 北 海 道 黒 板 製 作 所 般 石第 号 同
有限会社 トーエイ・エンジニアリング 般 石第 号 同
有限会社 児 島 設 備 般 渡第 号 同

有限会社 西 花 建 具 製 作 所 般 渡第 号 同
有限会社 近 藤 工 業 般 上第 号 同
有限会社 旭 高 工 業 般 上第 号 同
エ ム ア イ 開 発 株 式 会 社 般 上第 号 同
児 玉 時 計 電 化 セ ン タ ー 般 網第 号 同
有限会社 須 郷 建 設 般 胆第 号 同
有限会社 三 旺 建 設 般 胆第 号 同
宮 本 株 式 会 社 般 胆第 号 同
宮 本 株 式 会 社 般 胆第 号 同
大 滝 土 建 株 式 会 社 般・特 胆第 号 同
村 上 工 務 店 般 十第 号 同
光 陽 設 備 工 業 株 式 会 社 般 十第 号 同
有限会社 三 匠 建 設 工 業 般 十第 号 同
日 興 工 業 株 式 会 社 般・特 十第 号 同
有限会社 和 晃 建 設 般 十第 号 同
有限会社 ア イ ・ デ ィ ー 企 画 般 十第 号 同
株式会社 ホ ク セ イ 般 十第 号 同
宮 口 産 業 株 式 会 社 般 十第 号 同
帯 東 建 設 株 式 会 社 特 十第 号 同
有限会社 佐 藤 鉄 工 製 作 所 般 釧第 号 同
マ ル ゲ ン 建 設 株 式 会 社 特 釧第 号 同
株式会社 石 川 組 特 釧第 号 同
有限会社 高 山 建 設 般 釧第 号 同
菱 和 工 業 株 式 会 社 般・特 根第 号 同
桟 組 般 根第 号 同

２ 許可の一部廃業
商 号 又 は 名 称 建設業の許可の番号 処分年月日
有限会社 丸 政 建 設 般 石第 号 平成
晃 亜 興 業 株 式 会 社 般 石第 号 同
隆 盛 建 設 有 限 会 社 般 石第 号 同
株式会社 兼 平 工 務 店 般 石第 号 同
株式会社 シ ー エ ス ア ー ル 般 石第 号 同
ヒ ル ハ ウ ス 札 幌 株 式 会 社 般 石第 号 同
豊 水 工 業 株 式 会 社 般・特 石第 号 同
有限会社 香 山 建 設 般 石第 号 同
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毎 週 火 ・ 金 曜 日 発 行 （購読料金（送料とも）は月額 円） 発 行 北 海 道
編 集 総務部人事局法制文書課
印 刷 富 士 プ リ ン ト 株 式 会 社

株式会社 オ ー タ カ 建 設 般 石第 号 平成
有限会社 スキルエンジニアリング 般 石第 号 同
武 田 建 設 工 業 株 式 会 社 特 石第 号 同
株式会社 佐 藤 工 務 店 般・特 檜第 号 同
大 信 建 設 株 式 会 社 般 宗第 号 同
道 北 地 区 建 設 業 協 同 組 合 般 宗第 号 同
赤 間 組 般 網第 号 同
株式会社 エ ー ス ・ ク リ ー ン 般 網第 号 同
株式会社 エ ー ス ・ ク リ ー ン 特 網第 号 同
株式会社 宮 田 組 般 十第 号 同

北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変
更し、同条第２項の規定により道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部土木局道路課及び北海道函館土木現業所に備え置いて、告

示の日から２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年６月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 道路の種類 道道
２ 路 線 名 旭岱鳥山線
３ 道路の区域

区 間 変更前後の別 敷地の幅員 延 長 国道等との重複区間
爾志郡乙部町字鳥山 番１地先から爾志郡乙部 前 から 一般国道 号
町字鳥山 番２地先（一般国道 号交点）まで まで 重複

後 から 一般国道 号
まで 重複


